
成長と結実の年

——あけましておめでとうございます。
本日は、下水道界を代表する産学官の皆さまにお
集まりいただきました。今年の干支は「乙巳（きの
とみ）」には「成長と結実」という意味が込められ
ているようですので、「下水道界の成長と結実」に
繫がるお話を期待したいところです。
まずは、これまでのご経歴、思い出に残る仕事、
それから長年の経験から培ってこられた人生哲学や
ポリシーをお話しいただきたいと思います。松原審
議官は「進化なくして持続なし」というスローガン
で下水道の改革や進化に取り組まれてきました。そ
こで、仕事にあたっての信念について教えてくださ
い。

■思い立ったら最後まで貫徹
松原

「堺市での経験」
私は役所に入って 34年目で、下水道以外の仕事
をしたのは河川が５年間あったので、29 年は下水
道ということになります。そのうち３年間は堺市に
出向していたのですが、この堺市での経験は非常に

貴重なものでした。
元々、下水道担当の理事として出向させていただ
いたのですが、出向２年目の時に上下水道局次長と
いう新しいポストに就くことになりました。下水道
だけでなく水道も含め局長をお支えするというポス
トです。
今、上下水道審議官として水道も担当しています
が、水道の経験が全くなく今のポストに就いたとい
うのではなく、２年間の水道経験があるということ
が大きな心の支えになっています。さらに言うと、
下水道部長として水道行政移管に取り組んでいる
時、「本当に国土交通省で水道を担当できるのか」
という若干悪意のある意見もあったのですが、その
ような時に「そもそも下水道を担当している職員の
多くは、大学で環境工学、衛生工学を専攻し水道と
下水道をともに学んできている。私自身も下水道の
みならず水道行政を現場で経験している」と説得力
のある説明をすることができたのは、出向経験のお
かげと感謝しています。
また、堺市では、水道と下水道は文化が大きく異
なるということを体感しました。これも大きな経験に
なっています。水道行政移管後は “上下一体 ”が１
つのキーワードになっていますが、水道と下水道は基
本的に違うものであるということを理解した上で“上
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された堺市で、農業機械の開発と設計に 30年ほど
携わっていました。
サラリーマンの息子なので農業の “の ”の字も知
らずに入社したのですが、２年目で北海道の幌向と
いう所に駐在することになりました。これから一生
懸命、開発や設計をするんだ、と意気込んでいたに
もかかわらず、北海道の田舎のまちに行くと分かっ
た時は、少ししょんぼりとした気持ちになりました。
幌向には１年半ほど駐在し、北海道内を回りなが
ら農業をたくさん勉強させていただきました。一番
印象に残っているのが、中標津町の酪農家のところ
で１カ月間住み込んで実習をしたことです。朝の５
時から３時間、夕方の５時から３時間、搾乳をしな
がら、その間に牛の糞尿処理や掃除といった雑用や、
牛の出産の立ち合いなどを牧場の皆さんと一緒に行
いました。最初の３日くらいで体がもつのか不安に
なりましたが、何とかやり遂げることができました。
私の目的としては、お客さまがどういった農業機
械を使っていらっしゃるのか、どのような要望があ
るのかを知ることだと思っていましたが、１カ月間
のうち最後の２日前くらいまでは、一切、機械に触
らせてもらえませんでした。酪農家さんが考えてい
たのは、牛の病気や飼料の作り方、どうやって成長
させるかといったように、常に牛のことばかりで、
農業機械のことなどは優先順位がとても低いことを
目の当たりにしました。だからこそ、機械は動かす
ときに、きちんと動いて仕事をしないと意味がない
と身に染みて分かりました。
我々メーカーとしては、その機械をお客さまに
使っていただいてどう役に立つか、喜んでいただけ
るかということが原点になります。お客さまの気持
ちに寄り添った機械、お客さまの望みを超える機械
をいかに生み出すかを考えるには、やはり現場が一
番だと実感しました。そういった現場からの様々な
発信が、国なり、地方公共団体なり、我々民間企業
を動かしていくので、やはり、現場起点でものを考
えることが必要ではないかと思います。

「私の原点」
私の大事にしている言葉に、論語の「忠恕」とい
う言葉があります。「忠」は誠や真義、自分自身を
欺かないという言葉です。「恕」は、「如しの心」と
書きますが、思いやりだと私は理解していて、つま
り、周りに対する思いやりが大事だと思っています。
先述のとおり、お客さまに対して真摯に向き合うこ
と、そして思いやりを持って接すること、これが非
常に大事だと思い、弊社内で勤務する海外の社員に
も伝えるために、“On�Your�Side” と英訳していま
す。これは人間が生きていく上でも、企業を経営し

下一体 ”を考えていく必要があると思っています。
「座右の銘」
私が座右の銘の１つにしているのは、明治時代の
土木技術者で、琵琶湖疏水の工事責任者だった田辺
朔郎博士の “The�will�to�do,�the�soul�to�dare.” と
いう言葉です。日本語に訳すと、「やり遂げようと
する意思、敢えて挑戦しようとする精神」という意
味になります。要するに、「一回やろうと決めたら、
しっかり最後まで貫徹しなければいけない。難しい
課題であっても、与えられたものに対してしっかり
チャレンジしていかなければいけない」という意味
で、自分が苦しい時には、この言葉を思い返して気
合を入れています。この琵琶湖疏水は、京都市上下
水道局が管理していて、京都の水道を今も現役で支
えています。そういった背景もあり、水道行政移管
に取り組むことが決まったときに、改めてこの言葉
を噛みしめていました。
これから “上下一体 ”でどのように強靱化してい
くのかということが、引き続き今年の課題になりま
すので、頑張っていきたいと思います。
——松原審議官から、水道と下水道で文化が違うこ
とを認識しながら、“上下一体”でしっかりと水を
支えていくというお話をいただきました。
そのためには、産学官が手を取り合っていく必要
があります。そこで産業界の代表として、北尾会長
に、これまでのご経験と心に残る仕事などをご紹介
いただきたいと思います。

■思いやりを持って真摯に向き合う
北尾

「北海道での下積み」
私は、先ほど松原審議官が出向されていたとお話
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中でも大きなトピックは、東日本大震災時に下水道
現地支援本部のリーダーとして２カ月間被災地で活
動したことです。被災地に向かう時は、正直に言う
と、自分にこの仕事が本当にできるかと不安でした。
頑張ってやっていると皆がついてきてくれました。
哲学っぽく言うと “利他の心 ”というのですかね。
被災地のために利他の心でやるのだ、という思いで
いると、人は共感しついてきてくれます。今までお
付き合いのなかった人もみんな応援してくれます。
まさに「共感のチカラ」、それを学んだことがやは
り大きかったですね。大学教育の世界に入ったのも、
この経験を伝えたいと思ったのが動機です。大学と
は組織の全体力ではなく、個の力が優先される組織
です。だからこそ、私が伝えたいと思っています。
あとは、BISTRO 下水道のように下水道と農業
を結びつける事業をしたことも印象に残っていま
す。たくさんの地域のイノベーターや農家の方と出
会いました。地域の中で、その地域のことを考えて
いる人が必ずいて、その人が中心になって共感の輪
が広がっていくということを、仕事をしながら学ば
せていただきました。
また、海外経験がないのにいきなり水ビジネスも
担当しました。様々な国と関係をつくるため、一年
に８か国くらい訪問した年もありました。役所とい
う組織は民間企業のように競争相手がいないのです
が、水ビジネスでは、他国が競争相手となります。
この競争意識を役所にいながら学べたのも大きいか
と思います。
今振り返ってみると、印象に残っている仕事はど
れも簡単なものではなく、ぶつかった時にはできる
か不安だったものばかり。そういった仕事ほど学び
が大きく私を成長させてくれました。もちろん、別
の世界に来た今も不安だらけです。ただ、不安がっ
てる自分をもう一人の自分が冷やかすことができる
ようになりました。

「決断の根拠」
哲学とかポリシーというと、役所でも大学でも
様々な局面で判断に迷うことがあります。その最終
判断というのは、その時のルールからは外れていて
も、社会的に間違いのないこと、正しいと思われる
ことは、必ず後々の人たちから認められます。つま
り、究極の決断の根拠というのは、組織内のルール
ではなく、社会から見て正しいか、正しくないかが
判断基準になると思っています。ただ、それは簡単
ではなく、嫌われることでもやり遂げる勇気が必要
になります。
また、私は、今は大学教員の世界を人生の第二ス
テージに選びましたが、それはこれまでの延長の世

ていく上でも必要な原点になると思っているので、
取り上げさせていただきました。
私は今年度から（公社）日本下水道協会の賛助会
員参与会会長と（一社）日本水道工業団体連合会の
会長を務めております。この言葉のとおり、現場に
寄り添って考えていく１年にしていければと思って
います。
——北尾会長の現場主義を下水道協会誌を通じて全
国の下水道事業者にしっかりと届けていきたいと思
います。
加藤先生はこれまで下水道業界のイノベーション
に取り組んでおられました。今も大学で若い人たち
を育てながら下水道のイノベーションをさらに進め
ていらっしゃるということで、新しい社会に向けて
変革を起こしていくためにお考えになっていること
を教えてください。

■悩みが大きいほど学びも大きい
加藤

「共感のチカラ」
まず、松原さんから堺市に出向された話がありま
したが、実は堺市に出向の人事をした当時の下水道
事業調整官は私です。“上下一体 ”は私が国土交通
省を退職した後の話だと思っていましたが、極めて
間接的ながら私も “上下一体 ”に貢献していたと今
日、初めて気がつきました。新年早々、縁起が良い
です。そして、お二人の話しを聞いていて、やり遂
げる強い意志であるとか、現場の空気感を直接体験
するというような「目に見えないこと」こそが「目
に見える」大きな成果のチカラの源泉になっている
と改めて感じました。
さて、私は役所生活が長かったわけですが、その
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に上がったと感じています。
「失敗して成長」
あと、新しい挑戦をすることですね。自分で設計
していると、新しいアイデアを入れるときが一番楽
しいです。もちろん、うまくいかないことの方が多
いですが、これまでにないことに挑戦すると、どん
どん新しいものができるので、ぜひ若い人たちには
挑戦と失敗を繰り返す中で成長していってほしいと
思います。
そこで失敗しても、必ずあとでカバーできるもの
です。100 点を取れなくても、80点、90点でも何
とか後からカバーできます。それが、新しいことを
生むきっかけになると思います。
また、これまで経験したことと同じことをやると
失敗はないのですが、進歩もありません。やはり新
しいアイデアを入れて挑戦していくことが重要で、
この下水道・水道業界でも新たな挑戦によって業界
が盛り上がっていってほしいと思います。
——北尾会長から挑戦と失敗という話が出ました。
日々、学生と接している加藤先生は人材育成につい
てどのように考えられているでしょうか。

■自分の組織を客観的に見る
加藤

「課題は人材確保」
まず、どなたと話していても人材確保がこの業界
の一番の課題です。学生にどういう業界に魅力を感
じるかと聞くと、一つは変化があるところです。学
生というのは、アグレッシブで様々なことに挑戦し
たいので、将来性も気にしますが、やはり変化を感
じる業界や社会にはすごく魅力を感じるのです。
私は今の下水道業界は大きな変化があると思って
います。近代下水道は私が退職した頃が第１ステー
ジで、今は第２ステージに変わってきている、遷移
期であり新たな調和の前の混沌期にあります。学生
には、まず、下水道がどんどん変化していく業界で
あるということ、そしてこの変化がいかに魅力的な
もので、今からこの世界に入る人がその主人公にな
れる、と伝えることが大切だと思います。
あと、学生を見ていると、地域振興や地域循環と
いったローカルな話に興味がある学生と、気候変動
や国際協力などグローバルな話に興味がある学生に
分かれます。下水道は、地域の循環を通じて世界に
貢献するといったように両方に貢献することができ
る事業です。そこで、私は「下水道はローカルでも
あるし、グローバルでもあるインフラだ」と伝える
ようにしています。社会にすごく貢献できる事業だ
と話すと学生の士気は高まりますね。

界を諦めるという大きな決断が必要でした。つまり何
かを諦める勇気を持たないと、何か新しいことは手に
入れられないのです。学生や企業の若手は何でもか
んでもやりたい、やれると思っていますが、大きな選
択を迫られる時もあるし、いずれ挫折もあるでしょう。
何かを諦めざるを得ない時も来ます。その時こそ、
何か新しいことを取れるチャンスです。そして、道を
選ぶ際には、それは自分にとって本当に楽しいことな
のか、社会に貢献する喜びを感じられることなのか
が決断の根拠になると思っています。

変化がなければ魅力はない

——下水道は普及拡大から、維持管理の時代に入っ
ています。また、地球温暖化やDX、資源活用のニー
ズも高まってきていますが、一方で、地方公共団体
も民間企業も経営資源の確保が難しい状況です。
今後の下水道経営の重要なリソースは人だと思い
ます。そこで人材確保や人材育成について皆さまの
お考えをお話しください。

■新しいものは失敗から生まれる
北尾

「恐れずに挑戦」
やはり若い人たちにはいろいろなことに挑戦して
ほしいと思っています。挑戦すると、失敗もします
よね。その失敗が次の挑戦の糧となっていくと身を
もって感じています。若い人たちにはぜひ恐れずに
挑戦していってほしいと思っています。
私自身も農業機械の開発をする中で、小さい失敗
から大きな失敗までいろいろやりました。例えば、
自分で設計して製品化した機械が世に出て、「やっ
たぞ」と思っていたら、ある日突然、壊れた部品が
返ってきました。最初の２、３週間はなぜ壊れたの
か分かりませんでしたが、ある日、ハッと自分の計
算書を見返すと一つだけ力がかかる箇所を見落とし
ていて、それによってある部品の寿命が短くなるこ
とに気づいたんです。その時は一晩一睡もできず、
翌朝上司に報告すると案の定怒鳴られました。その
当時は入社して７～８年で、どうしたらいいのか悩
んでいたのですが、その時にもう一つ上の上司が、
「まずは対策をきちんと考えなければならない」と
指導してくださり、しっかりと考えて対応していき
ました。
最終的には大きな問題にはなりませんでしたが、
やはり若いときにこういったことを経験したこと
で、品質に対するこだわりや集中力のレベルが格段
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いると絶対に「我が社では」なんて言わないでしょ
う。つまり、「我が社」を代表する人間であるとい
う経験を若い頃からしていると、自分の組織を客観
的に見ることができるようになります。
——加藤先生から企業の変化・雰囲気・空気が重要
だとお話しがありました。
松原審議官は業界全体をご覧になって、地方公共
団体のことも産業界のこともお聞きになると思いま
す。様々な課題を乗り越えていくためには、人も変
化し成長させなければならないと思いますが、どの
ようにお考えですか。

■同じベクトルを共有できているか
松原

「地域ごとの最適解」
成長のためには政策を変えていかなければいけま
せんが、政策が変われば当然、仕事をする人間の側
も変わらざるを得ないわけですよね。
今までの流れと劇的に違う政策の代表に官民連携
があります。前例が無い中で新しい仕組みをいかに
導入するかということで、我々も官民連携に携わる
職員をかなり増やして対応しています。官民連携は
単にひな形一つで解決する話ではなくて、一つ一つ
の事案で全てソリューションが違っているので、地
域ごとの最適解をつくっていく必要があります。受
け手になる民間企業との意思疎通をしっかりした上
で、お互いにWin-Win になるところまで持ってい
き、最後は契約書にきちんとリスク分担を書かなく
てはいけません。
広域連携も、町同士をいかにして連携させるかと
いう話になりますので、これは都道府県にリーダー
シップを取ってもらい、そのために国はどんなサ
ポートができるのかという課題に取り組んでいかな
ければいけません。

「国を守りたい」
先ほど組織の話が出ましたが、やはり我々自身が
きちんと頭を切り替えることができるのかというこ
とですよね。国が変われば、それが県・市町村、さ
らには業界全体にまでしっかり伝わって、皆が同じ
ベクトルを共有できるのかが大事だと思います。そ
ういった環境づくりが、最終的に人材育成にもつな
がってくるのではないでしょうか。
また、加藤さんからあった「いかに学生にコミッ
トして、興味を引くか」という話にも共通しますが、
昨今災害が激甚化、頻発化していることから、防災
に携わりたいので国土交通省を志望したという学生
がとても多くなりました。自分たちで国を守りたい
という強い意志を持って役所に入ってくるんですよ

「企業は人」
先ほど北尾会長から失敗についてのお話が出まし
たが全く同意見です。失敗したことを許してカイゼ
ンを繰り返す。その中で学んでいく人と職場づくり
を進めなければなりません。大きな組織はどうして
も業務を標準化・ルール化することで効率性を高め
ざるを得ませんが、ルール通りにやっているか
チェックするマイクロマネジメントばかりの幹部は
組織の元気を無くします。インターンシップに行っ
た学生に感想を聞くと、会社説明会の中身よりもそ
の企業で働いている人が生き生きと仕事をしている
かをよく見ています。夜の懇親会での会話まで。上
下水道業界も標準化することで効率性を高める部分
はなるべくDXに任せて、職員には自由に提案出来
て、一定の制限をかけつつも試行錯誤を繰り返しな
がら学習し、カイゼンしていくような仕事にチャレ
ンジして欲しいです。牛や馬は自由に放牧すること
で元気に育ちます。そして、気が付かないくらい遠
い所には外には出ないように柵を作っておきます
ね。それがリーダーの役割かと。

「自分が会社の代表、という経験」
最後にもう一つだけ言うと、全国、そして各地の
地方公共団体で行われている「下水道場」は非常に
効果的な取り組みだと思います。この名称も電車の
中で閃いて私が付けました。現在、私の研究室では
定期的に企業等の若手職員の勉強会を開いています
が、基本、一つの企業からは一人だけを呼ぶように
しています。そうすると何がいいかというと、勉強
会メンバーには 20代の方もいるのですが、その会
社を代表して来ているので「我が社では」って言う
んですよ。下水道場でも「我が都市では」「我が町
では」と言いますが、それが大事です。組織の中に

加藤氏
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あるうちに動かさないと、手遅れになってしまう危
機感があります。このタイミングで変革を隅々まで
浸透させるべく、頑張っていきたいと思います。
——先ほど、下水道は第２ステージに差し掛かって
おり、変革していかなければいけないという話があ
りました。産業界の代表として北尾会長に新しい時
代を迎えるためのキーワードや決意をお聞かせいた
だければと思います。

■若い、新しい発想を取り込む
北尾

「新たな発想・アイデア」
加藤先生から第２ステージというお話と、松原審
議官からは社会課題が変わってきているという話が
ありましたが、私もお二人と同じように思っていま
す。人口減少や、担い手不足、予算の縮小や度重な
る災害の発生といったように、社会の課題が変化し
ている中では、従来通りの施設をつくるだけでは課
題解決はできなくなってきました。そのため、上下
水道を支えていくためには、産・学・官それぞれの
立場で考え方を変えていかないといけません。
例えば下水汚泥は、今までのただ処理するものか
ら、窒素やリンといったものが含まれている付加価
値の高い資源であると認識が変わってきています。
世の中で新しい課題がどんどん生まれている中で、
それを新たな事業にしていく発想が求められている
と思います。
松原審議官から防災に携わりたい学生が増えてい
るという話がありましたが、弊社も食料、水、環境
という事業を標榜している中で、それらが社会課題
として認識されて、その課題を解決し社会に貢献し
たいという志の高い若い学生が入ってきています。
社会がそういった方向に目を向けて、そこをしっか
りとらえて社会インフラを守りつつ、新しい事業も
起こしながら、うまく回していかなくてはいけませ
ん。もう、お金がない、人がいないと言っているだ
けではダメなのです。今の若い人たちは、我々の世
代と違ってDXや AI を使い倒すことができますか
ら、新しいものづくりの発想で、システム全体を見
て新しいアイデアを出してほしいと思います。

「新しい発想で国づくり」
そういった流れの中では、加藤先生のご専門の下
水道と農業との連携は非常に大きなビジネスになっ
てくると思っています。例えば農林水産業全体で二
酸化炭素の排出量は約 5,000 万 t あり、削減する
ことが求められています。例えば上下水道と農業の
残渣物とを併せて処理するとか、稲ワラの処理を直
接圃場にすき込むのをやめて、ガス化してバイオ炭

ね。社会的環境がそういった流れを形成していると
するならば、我々も水道・下水道は命の水を守って
いるんだということを、もっとしっかりと業界を挙
げて表に出していければ、自ずから水業界を目指し
てくれる人が増えてくるのではないかと思います。
そして教育機関でもそういった事柄を学生に教えて
いただければと。
今の教育現場では、下水道界全体に目配りしてく

れる、視野の広い先生が少なくなってきているので
はないかと心配しています。私たちももっと働きかけ
なくてはいけませんが、ぜひ学の中でも大きな視点
でお考えいただけるとありがたいですね。

変革のキーワード

——持続可能な下水道に向けて、学生さんや若い人
たちが一人でも多く関心を持っていただくために
は、産学官が連携して人材確保・育成に取り組む必
要があるのではないかと考えます。
そこで、厳しい状況を乗り越えていくための意気
込みや、持続可能な下水道経営に向けた解決・変革
のキーワードをお聞かせください。

■政策誘導型の支援制度へ
松原

「変革を促す」
下水道・水道を取り巻く環境そのものが変わって
いるので、下水道・水道が変わらないわけにはいか
ないんですよね。下水道・水道は直轄事業ではない
ので、地方公共団体の方とコミュニケーションをと
り、方向性を出し、施策やツールをつくり、かつそ
れに乗っていただくという関係性をしっかり築いて
いかなければなりません。
例えば予算についても、従来のように単純な施設
整備への支援ではなく、政策誘導型の支援制度に
徐々に変えていきたいと考えています。例えば脱炭
素をしっかりやっていただく所に支援を手厚くする
とか、官民連携に取り組んでいただく所に支援をす
るといったように、地方公共団体の変革を促すよう
に制度設計していきます。少し厳しいやり方かもし
れませんが、「変わってください」と口で言うだけ
ではなかなか変わっていただけないと思いますの
で、こういった手法も用いて変革を起こさせると。
国としても、地方公共団体の方々にマインドから
変わっていただくため、しっかりと説明をし、コミュ
ニケーションをとって、勉強会も行うといったよう
に、丁寧に時間をかけて取り組んでいます。余力の
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地震対策検討委員会で委員を務めさせていただきま
した。今回の震災で私が最も感じたのは、もはや１
団体のみでは上下水道経営をするのは厳しいのでは
ないかということです。先ほど松原さんが言った通
り、地方公共団体間の連携や広域化をどういう仕掛
けでやるかという観点は、とても大事だと思います。
例えば、フランスは広域化するにあたり、期限を
法律で規定しています。そこまでの危機感をもって、
国の職員は反発を覚悟でやっているのです。日本も
将来の地域連携のかたち、すなわち具体的な規模や
運営組織を描けるかがカギとなります。
秋田県で官民出資会社の㈱ONE・AQITA が設
立されましたが、これは秋田県の全市町村の出資で
設立された会社です。それができたのは危機感の共
有があったことと、県のキーパーソンが全市町村を
回ったことにあります。佐竹敬久秋田県知事が “機
能合体 ”という言葉をつくられました。市町村その
ものは合併せずにバラバラでもいい、でも機能は合
体しようという思いが集約して会社設立に至りまし
た。難しい仕事ですが、広域化については、ボーナ
スではなく何か規制的な措置、それから皆さんで統
一して思いを寄せられるようなビジョンとキーワー
ドをつくってチャレンジしてほしいです。

プライドを持っていこう

——第２ステージに入った下水道は、変革が求めら
れ、新たな発想は必須になってきます。
水業界が盛り上がっていくためにも、未来の水を

支える若者たちの確保が大きな課題です。そういっ
た若者たちに向けて一言メッセージをお願いします。

■新しい発想を求めて
北尾
まずは日本の上下水道、そして水のありがたさを
若い皆さんに理解していただくこと、そしてやはり
水を我が事として考えていただくような啓発をして
いっていただきたいと思いますし、産業界も発信し
ていきたいと考えています。
先ほど加藤さんが “機能合体 ”とおっしゃいまし
たが、我々自身も水道、下水道と縦割りで物事を考
えるのではなく、例えば資源循環のあるべき姿とか、
カーボンニュートラルに対してどうあるべきか、ま
た地方の困りごとに対してどうあるべきかといった
ように、切り口を変えることで新しい発想や技術が
生まれるのではないかと考えています。そういった
過去にとらわれず新たな基軸にして考えていくの

をつくってもう一回すき込むといった新しい発想が
出てきています。
社会づくり、国づくりを通じて上下水道という社
会インフラを支える大きなチャンスなので、そこに
若い人たちの新しい発想・技術を取り入れることで、
産・学・官でしっかりと支えていけるのではないか
と大いに期待しています。
——松原審議官からは「変革」、北尾会長からは「新
しい発想」というキーワードを頂きましたが、加藤
先生はいかがでしょうか。

■イノベーションはコミュニケーションから
加藤

「横浜家系ラーメン」
まず、イノベーションがどのように起こるのかを
考えると、起こさせるための要因として、一番分か
りやすいのは、異分野の連携ですよね。異なるもの
が混ざることによって違う価値を生む。効率性はお
そらくそれぞれの分野だけで追及できると思います。
ただ、付加価値とかバリューを生むというのは、や
はり異分野が交わらないとなかなか生まれません。
私は学生にイノベーションを伝えるときには、
ラーメンを例にして教えています。例えば横浜家系
ラーメンって豚骨醤油なんですよね。豚骨ラーメン
と醤油ラーメンが合わさって横浜家系という全く新
たなジャンルが生まれたということです。
では実際に、どういう場で人と人が交われるかと
いうと、大学は比較的それができやすい場です。民
間企業の壁を超えても集まれるし、官民の人も一緒
に集まれて、一緒に自由に議論ができます。だから、
イノベーションとか変革に向けて自分としてできる
ことは、人が来る交差点になる場を作っていくとこ
とだと思います。「つなぐ」が私のキーワードです。
お二人のお話を聞いていて、現場が大事という話
は皆さん、同じだと思います。対話型のイノベーショ
ンという言い方がありますが、北尾会長の農業機械
の設計の話も、使用している方との対話があり、使っ
た農家の方に喜ばれてモチベーションがあがり進化
してきたのではないでしょうか。おそらく官民連携
もそれが出来ると感じています。官と民の間に壁は
ありますが、市民や地方公共団体職員の使い勝手を
聞きながら民間企業が新しい技術を開発して、改善
を繰り返すということが出来つつあると思うので、
そこをもっと広げていくということが、次の展開で
す。コミュニケーションや対話でイノベーション、
それがポイントです。

「市町村の機能合体」
私は能登半島地震を受けて設置された、上下水道
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のポテンシャルは上下水道界でこそ活かせる、と言
いたいですね。そして、ポテンシャルを活かすため
にも、楽しく明るくプライドを持って働ける世界、
業界にしていきましょうと。上下水道のお楽しみは
これからですよ。

■世界にも目を向けて
松原
変革をしていくためには若い人たちの力は絶対必
要です。若い人の柔軟な発想、ないしは北尾会長も
おっしゃったように、デジタルを使いこなす力を
しっかりと取り入れなくてはいけない。今の若い人
は我々の学生時代と比べるとある意味すごく真面目
ですよね。だから、腹落ちしたらものすごく活躍し
てくれると思います。
その一方で、職業や業界を選ぶことについては、
すごく慎重に値踏みされていると感じます。逆に言
うと我々自身が魅力ある業界であることを PRする
必要がありますが、原点に立ち返ると、日本は世界
でも水道水が飲める数少ない国で、この大切な命の
水を守る仕事があって、こんな素晴らしい仕事はな
いんだと、プライドを持って一生をかけられる仕事
だということを、いかに伝えられるかということで
はないかと思います。
世界に目を向ければ水で困っている国はいくらで
もあるので、この狭い日本の中だけで考えるのでは
なく、世界にも出ていける素晴らしい業界であると
いう所をしっかり PRして、一生をかけてプライド
を持ってできる仕事が我々の業界だということを伝
えていきたいと思います。
——命の水を守る、世界に誇れる魅力ある日本の下
水道を目指して、産学官で連携し、文字通り「成長
と結実」の年になることを期待したいと思います。
本日は、貴重なお話をありがとうございました。

が、これからの若い人たちではないかと思います。
一方で当然、社会インフラは守り、持続させる必
要があります。そこに若い人たちの新しい発想を取
り入れることで、発展させていくことができると信
じています。特に技術は正直なので、新たな技術が
生まれると皆その方向にベクトルが合わさっていき
ます。“機能合体 ”で新しい解決策ができれば、皆
ベクトルを合わせていくと思うので、若い人たちが
新しい発想で解決策を考えていけるような場づくり
をしていなかければなりません。
弊社ではイノベーションセンターという部署を設
置し、スタートアップ企業、大学、研究機関といっ
た社外パートナーとの連携を強化するオープンイノ
ベーションを推進して新しい発想を取り入れようと
しています。
新しい発想を求めていかないと、これからの社会
は成り立ちません。そこに若い人たちに入ってきて
もらって、しっかりと育てていきたいと思っていま
すので、ぜひ若い人には、この水インフラを新しい
視点で見て、どうするべきかということを我が事と
してとらえてもらって、興味を持って入ってきてほ
しいと思いました。

■自分のポテンシャルを活かそう
加藤
先述の通り、学生には上下水道ほど地域にとって
も地球規模で考えても、社会貢献できる仕事はない
ということを言いたいです。そのプライドを持って
一緒にやっていこうよと伝えています。
また、これからの第２ステージのほうが仕事とし
ては楽しいかもしれません。第１ステージはものづ
くりに奔走した時期で、予算をとって作るというこ
とに一直線に進んできました。でもこれからは多様
化していくので、いろいろな業界とつながっていけ
るようになると思います。地域から地球まで、自分

「成長と結実」を期待して
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